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第１回　 「子育て支援の必要性」 入江詩子・菅原良子（本学教員）「諫早市における子育て支援の状況」 諫早市児童福祉課
第２回　 「子育て支援に必要なコミュニケーション」 池田尚 氏（諫早市こどもの城館長）
第３回　 「諫早市内子育て支援センター訪問」
第４回※ 「子育てまちづくりをめざして」
 講師：原田和代 氏（エンパワメントみやざき事務局長）
４．諫早市子育て支援サポーター養成講座の成果
と課題
　以上、３期にわけて、2004（平成16）年度から
2010（平成22）年度までの講座ねらいと内容をふ
りかえってみた。第１期の講座開催初期（2004・
2005年度）には、大人数講義型・講演型での開催
形態がとられ、受講生が学びやすくするためにリ
ピート開講形式や、一部グループワークを取り入
れるなど工夫をしてきた。また、2006年度以降は
受講するだけでなく、受講後は実際に地域で活動
に関わっていただけるように、特に地域における
子育て支援活動の核となるリーダーの養成を目的
として、講義型の講座ではなく受講生が主体的に
関われる講座とするべく、受講生の人数を絞り、
体験・参加型の手法をとりいれながら講座を実施
してきた。その導入期が2006・2007年度である。
　この導入期には、2006年度において、受講生が
実際に地域で活動できる企画を立案し、その翌年
の2007年度に実際に企画を実行するというスタイ
ルをとった。ねらいとしては、この企画を実行し
たメンバーが中心となって、毎年開催される講座
の受講生のＯＢ会のような会を結成し、実際に地
域で子育て支援活動の企画・運営を担うための「諫
早市子育て支援サポーターの会」のようなものが
結成できればという思いがあったのだが実現には
至らなかった。その理由としては、受講生の負担
が大きかったことが考えられる。２つの講座の企
画・実施に当たっては、企画の準備において何度
も打ち合わせを行うこととなった。特に遊び場グ
ループ「ちょっと一息、親子のホッと空間」の実
施にあたっては打ち合わせ回数が多く、その準備
における受講生の負担も大きかった。また、この
企画に関わった受講生の中には、既に地域で子育
て支援活動に関わっているメンバーも多く、単発
のとりくみであれば何とかなったものの継続する
ことは難しい状況であった。また受講生の意識と
しても、講座に参加するのはいいが自分が中心に
なって活動するのは抵抗があるという意識が大き
かったと思われる。以上のような状況の中で、受
講生が中心となって受講生のＯＢ会、つまり「諫
早市子育て支援サポーターの会」を結成すること
は難しかったと考えられる。
　以上をふまえて、2008年度からはこれまでの少
人数型・参加型講座形式を踏襲しつつ、子育て支
援活動に関わるうえで必要な子育て支援に関する
考え方とより具体的なスキルを学べるように、実
際に地域で子育て支援活動に取り組んでいる方や
保育所の方を講師として招いたり、コミュニケー
ションスキルの内容を取り入れたり、グループ
ワークを多用してより参加度を高め、受講生が発
言する機会を多くつくり、交流できるようにする
などの工夫を行ってきた。また、受講生とボラン
ティアの場としての子育て支援センターをつなぐ
べく、子育て支援センターへの訪問を講座の内容
に取り入れるとともに、諫早市に依頼してボラン
ティア登録の仕組みをつくっていただいた。この
ことにより、受講者の中には子育て支援センター
へのボランティア活動に参加されるようになった
方もいらっしゃった。
　この講座の成果と課題を考える上で、受講生の
感想をいくつか掲載しておく。
（以下抜粋、原文ママ）
・自分が子育てをすることへの不安が軽減し
た。自分に声をかける勇気があって、人に頼
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ることへの抵抗感さえ失くせば、身近に、た
くさんステキな先輩がいることを知った。同
じテーマに関心を持つ人同士のつながりがで
きて本当に楽しかった。もっと仲間が増えた
らいいなあと思った。
 (2006年度講座第１回感想)
・熱心な活動報告に、今後も子育て支援サポー
ターが増えていくことを期待します。講演会
は、素晴らしい内容で、ＮＰプログラムも大
変興味深く、今後の勉強材料をいただきまし
た。社会環境の変化が及ぼす影響がこんなに
も大きいとは思いませんでした。是非ファシ
リテータープログラムに参加し、地域に関
わっていきたい。 （2007年度第４回感想）
・グループ作りからはじまって、共通点をみつ
けるために、話しあえたのはリラックスでき
て、和やかな雰囲気になれてよかったです。
一方的に講義を聴くのではなく、事例を基に
して自分の考えをだしあうというのはよかっ
たと思います。 （2008年度第２回感想）
・タイの子どもと日本の子供の描く絵を見て、
なぜ日本の子供は生活感のない、潤いのない
絵を描くのだろうかと思いました。親の生活
が忙しく子供と触れ合う時間がない、テレビ
やゲームに毒されている。原因は一つではな
いが、せめて食事を一緒にして、子どもと触
れ合う時間を多くとることが必要だと感じ
た。 （2009年度第１回感想）
・子育て支援サポーター養成講座に参加して
様々な地域や人達に出会い、今有る現状やこ
れからやろうとされていることを知り、自分
がそれに関わることができた面をとても嬉し
く思っています。実際に子供や孫を始め、そ
の他の子供さんや親ごさんに少しでも生かす
ことができたらと思います。
 （2009年度全４回の講座を終えての感想）
　また、2011年３月には2004年度から2010年度ま
での受講生に対して、講座がどのように役にたっ
ているのか、実際に地域でどのような子育て支援
活動に関わっておられるかについてのアンケート
を実施した。このアンケートについては別稿５で
ふれているのでここでは詳しくとりあげないが、
このアンケートからは「受講してよかったこと」
「受講してよくなかったこと」として以下のような
声が聞かれた。
＜受講してよかったこと＞（上位４点）
　・受講生同士楽しく交流できた。
　・最近の子育ての事情がわかった。
　・子育て支援の必要性を理解した。
　・諫早市の子育て支援の現状がわかった。
　
＜受講してよくなかったこと＞
　・内容の趣旨がつかめなかった。
　・支援センターなので、子育て支援の看板を掲
げても実際によい支援をやっていないところ
もある。
　・活動や行事などの支援がほとんどだったこ
と。もっと心の支援があると思って参加した
のでとても残念だった。
　・意見発表などもあったが、いまいちどのよう
な子育てサポーターを目ざしているのかよく
わからなかった。
　以上のことから、諫早市子育て支援サポーター
養成講座の成果として以下の３点があげられるよ
うに思う。
①グループワークを中心とした参加型の講座に
より、受講生各自が積極的に発言する機会を
つくることができ、他者と交流する力の向上
がみられた。
②学びながら参加者同士が交流を深めることに
より多くの刺激を受け、自分で活動を始めた
受講生や、既存の活動に積極的に関わり始め
た受講生もいた。
③新しい講座の内容について主体的・積極的に
考えるなど、受講生の学びの意欲の向上がみ
られた。
　上記のことは、講座の形式を少人数の参加型に
して、グループワークを数多くとり入れたことの
成果と言えるであろう。
　しかしながら、「受講してよくなかったこと」で、
「内容の主旨がつかめなかった」「どのような子育
てサポーターをめざしているのかよくわからな
かった」とあるように、こちらの主旨が十分に伝
わっていなかったことや受講者のニーズに沿った
講座ができなかったという点は反省点である。こ
れについては、受講生が、子育て支援活動にこれ
から関わろうとしている人や既に地域で活動して
いる人など受講生の層が多様であったため、それ
ぞれの層のニーズに合わせた講座内容にできてい
なかったということも考えられる。
　また、この講座は、自分ができることから地域
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で実際に子育て支援活動に関わるサポーターの養
成をねらいとしていたが、ボランティアをしたい
という声は多く聞かれたものの、実際のボラン
ティア活動とむすびつけるしくみづくりやサポー
ターのネットワークづくりという点では課題が
残った。このことは大学と行政の役割分担と連携
をどのような形でおこなっていくかに関わる問題
であると思われる。
おわりに
　以上、本学が諫早市から委託を受け2004年度か
ら実施してきた「諫早市子育て支援サポーター養
成講座」のねらいと講座の概要を３期にわけて整
理するとともに、講座の成果と課題について考察
を行った。
　「はじめに」において述べたように、「子育て支
援」は多様な概念を含む言葉であり、「子育て支
援」に対するイメージも多様である。中には「子
育て支援」は「親を甘やかす」などといった「子
育て支援」に対して批判的な声も聞かれる６。実
際に子育て支援サポーター養成講座の中でも、子
育てを終えた受講者から「私たちの時にはこのよ
うな支援が無かったから、今の人たちは恵まれて
いる」、「今の親は自己中心的なのではないか」と
いった内容の意見も出された。確かにこのような
面は否定できないであろう。しかしながら、たと
え昔と比べて支援が多く行われていたとしても、
核家族化がすすみ、地域のつながりが衰退してい
る中で、子育ての孤立がすすみ、子育てに不安を
感じる親が増えていることも現実である。そのう
え経済格差が進んでいる現状ではなおさら子育て
が困難な時代になっているといえるであろう。こ
のような社会状況の中、子どもがより良い環境で
心も体も豊かに成長できるように、子育ち・親育
ちを支援し、その環境を整えていく「子育て支援」
は必要であり、子育てを社会で支えていくという
視点が重要である。親が自分と子どもを受け入れ
子育てを楽しめるような支援が必要であり、その
ためには悩みや困ったことがあったら頼ったり相
談したりなど、地域において子育てを支えあう関
係づくりが必要であるといえよう。「諫早市子育て
支援サポーター養成講座」はその関係づくりの試
みであったといえる。受講者へのアンケート調査
では、「子育て支援の必要性を理解した」「最近の
子育て事情がわかった」という声が聞かれ、さら
には実際に活動に関わり始める受講生もいらっ
しゃるなど一定の成果を見ることが出来た。しか
しながら、意欲がありながら活動に結び付けられ
なかった受講生もおり、その点におけるしくみづ
くりやネットワークづくりにおいては課題が残っ
た。この講座は2011年度で一区切りを迎え、2012
年度からは新しい形でスタートする予定である
が、地域が基盤となり身近な関係の中で支え合え
るしくみづくりとその担い手の養成は今後ますま
す重要になってくると思われる。
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